
グルコースデータ解析に基づいた
女性ホルモン変動予測アプリによる
働く女性の妊活サポート事業

㈱SympaFit

中間報告資料



事業目的

➢ 働く女性が仕事と妊活を無理なく両立できる環境の構築を目指す
⇒妊活における最適なタイミングの特定精度の向上に関するアプリ開発
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妊娠中
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メンタル、
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の妊活女性数／年

180万人

20-40%

中等症以上のPMS

の女性が
治療が必要

生理・PMS予測

女性にとって妊活前〜出産後までの現状

※1 日経BP 総合研究所／クロス・マーケティング「女性の健康に関するアンケート調査2021年」
※2 日本医療政策機構「働く女性の健康増進調査2018」
※3 Arch Womens Ment Health; 9(4): 209-212, 2006

※4 Gynecol Endocrinol; 29(1): 67-73, 2013
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製品イメージ：排卵日予測アプリ SympaFit for Mom

血糖値アプリで排卵予測から、妊娠中の体調管理、産後のメンタルケアまで一括サポート
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ビジネスモデル

アプリ
アドバイス

・妊活女性
・妊婦
・経産婦
・健保
・えるぼし企業

産婦人科クリニック

¥

ターゲット顧客

¥

連携産婦人科に
レベニューシェア

妊活セミナー
栄養指導
不妊相談
で紹介

保険収載による
高単価モデル

妊活中
排卵日予測

妊娠中
血糖コントロール

妊活〜産後まで
メンタル、血糖トータルケア生理・PMS予測

SympaFitアプリ
低単価サブスクリプショ
ンモデル(¥500/月)

SNS広告
女性タレント/インフル
エンサー広告

サ
ー
ビ
ス

販
促

SympaFitアプリ
妊娠まで排卵日予測
(¥15,000/〜3年)

SympaFitアプリ
妊娠中の健康管理
(¥15,000)

SympaFitアプリ
低単価サブスクリプショ
ンモデル(¥500/月)

SNS広告
女性タレント/インフル
エンサー広告

生理・PMS予測および産後のメンタルケアによる低価格サブスクモデルから、妊活・妊娠
中の健康管理アドバイスアプリへの導入。将来的には保険収載を目指す。
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実施項目・目標・スケジュール

排卵予測プログラムの構築を目指し、臨床研究とアプリ開発を進める。
同時に、妊活〜産後まで食事・メンタルの重要性について血糖値管理の観点から啓蒙活動を行う。



実施体制
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産婦人科クリニック、自治体、アプリ開発と、マーケティングへとつながる協業体制を組む



排卵検査薬とグルコースデータの相関データの取得しており、アルゴリズム構築に向けて
仮説検証を進めている。

臨床研究協力者：27名
アンケート回答者：27名
臨床研究データ：32例

①20〜40代女性の経時グルコースモニタリングと排卵日の相関関係

連携産婦人科クリニックとの臨床研究データ蓄積
↓

仮説に沿った研究データの観察
↓

排卵予測プログラムの構築に着手

現状の達成状況と成果①：臨床研究データの収集
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排卵前後での血糖値変動が変化する
(Lin et al. npj Digital Medicine 2023)



レディースクリニックの栄養士、佐藤病院との連携を基にセミナーの開催を予定している

現状の達成状況と成果②：妊娠中や産後の食事&メンタルサポート
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ARTカフェでのセミナー
(1月開催予定)



・白寿生科学研究所での妊活セミナーの開催

・東郷町主催パパママ教室での妊活セミナーの開催

現状の達成状況と成果③：企業向け妊活セミナー
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白寿生科学研究所での妊活セミナーの開催
(1月開催予定)

東郷町パパママ教室でのセミナー開催
(12月、1月開催予定)



現段階での課題 /課題への対応策

【課題】

①臨床研究データの収集：初期データから、生活習慣の違い、薬の服用によってデータが
大きく異なる。

②妊娠中や産後の食事&メンタルサポートおよび③企業向け妊活セミナー：事業進捗対応の

都合上、セミナーの実施が当初予定よりも遅延している。特に、どの企業、自治体におい
ても、稟議上の都合で年末〜来年始にかけての開催の予定

【対応策】

①データの蓄積に伴い、統計処理プログラムを追加、修正する。また、解析モデルを生活
習慣に合わせる、または薬の服用によって分類分けするモデルに改良する必要がある。

②産婦人科クリニックでの栄養セミナー開催に共同開催することで目処がたった。

③自治体では、開催回数を複数回に増やしていく。
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今後の予定

11月 12月 1月 2月

データ収集

排卵日予測アルゴリズム構築

β版アプリ開発要件定義

●最終発表
打ち合わせ

●栄養セミナー開催

打ち合わせ
●企業セミナー開催

稟議：打ち合わせ
●自治体パパママ教室

●自治体パパママ教室

申請書の予定に概ね沿っており、1〜3の各項目について計画どおり進めていく
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